
揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖揖
斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐斐
川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川川
歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴歴
史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史史
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗俗
資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資
料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館

収
蔵
の
古
文
書
展
示

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
昭
和
六
十
二
年
開
館

か
ら
本
年
度
ま
で
に
購
入
し
た
古
文
書
や
寄
贈
し
て
い
た

だ
い
た
古
文
書
を
収
蔵
・
整
理
・
解
読
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
こ
の
中
か
ら
溝
尻
村
川
除
普
請
文
書
な
ど
を
九

月
二
十
四
日
ま
で
展
示
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。
ま
た
閲
覧
も
で
き
ま
す
。

主
な
展
示
品

○
溝
尻
村
川
除
普
請
文
書

四
通

（
護
岸
工
事
に
関
す
る
文
書
）

文
久
二
（
一
八
六
二
）
乍
恐
御
注
進
之
覚

文
久
二
（
一
八
六
二
）
乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候

文
久
二
（
一
八
六
二
）
乍
恐
書
付
を
以
奉
願
上
候

文
久
二
（
一
八
六
二
）
乍
恐
書
付
を
以
奉
申
上
候

○
市
場
村
・
黒
田
村
立
会
河
原
論
争
文
書

二
通

（
河
原
の
境
界
に
関
す
る
文
書
）

天
保
二
（
一
八
三
一
）
済
口
証
文
之
事

天
保
二
（
一
八
三
一
）
乍
恐
以
書
付
御
伺
奉
申
上
候

古
文
書
読
解
講
座
の
ご
案
内

■
日
時

九
月
二
日
�

午
後
二
時
〜
四
時

■
会
場

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

休
館
日

毎
週
月
曜
日
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「
春
日
の
木
工
等
展
」へ
ど
う
ぞ

七
月
下
旬
か
ら
九
月
十
九
日
（
火
）
ま
で
の
間
、

春
日
森
の
文
化
博
物
館
で
は
木
工
展
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

長
者
の
里
周
辺
で
採
れ
る
木
を
材
料
に
し
て
作
ら

れ
た
、
鳥
や
犬
、
魚
の
彫
り
物
や
、
木
の
株
を
使
っ

た
花
立
て
や
置
物
な
ど
力
作
ば
か
り
で
す
。

夏
休
み
と
あ
っ
て
多
く
の
家
族
づ
れ
の
来
館
が
あ

り
ま
す
。
ま
だ
期
間
は
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
鑑
賞
に
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。
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